


















1）出自 I 2）人柄 I 3）入寂
4.恵果の思想、























































































































































































































































































上記の移葬の記事においては、 『碑文』と 『供奉』が 1月 17日との日付と
なっているが、 『広付法伝』の記事は 1月 16日となっている。 『広付法伝』































































































































ため、恵、果 30歳の時に書かれたことが分かる。大暦 10年は不空三蔵が 70歳で



























































































53『表制集』第三（大正蔵 52・844・ a-b) 
54大日仏・史伝部六・ 231・b
172 恵果和尚の研究










































































































































































































































































































































































































































































































































95『恵果の思想・空海の思想』（金岡秀友、 『講座密教』 3、春秋社、 1976)
96『恵果和尚より空海への相承』（松長有慶、 『空海入唐』、文功社、 1984)
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191 
かねない。これは一時近世の日本仏教界に興った大乗非仏説と同じニュアンス
があり、現代の仏教は釈尊が実際に説いた教えなのか否かといったような問題
と、その傾向において類似する。一般に仏教とは歴史上の実在人物であった釈
尊が説かれた本物の教えを指すものではなく、釈尊の時代を含めて、釈尊寂後、
絶えなく維持されてきた仏教圏国家における、仏教的文化すべてを総称する意
味に変わり、かなり大乗的な傾向を持つようになった。これには密教も同じで
あって、中国に輸入された密教も例外ではなく、当然中国的変容があったはず
である。またその変化した中国密教が日本に入ってきた時は、さらに日本的事
容をもたらすものと考えられる。善無畏の胎蔵界法、そして金岡iJ智・不空の金
剛界法が中国に伝播され、恵果と巡りあえたからこそ両部不二の思想的展開を
迎えられたわけであり、恵果と空海との避遁があったからこそ両部不二思担が
より深化し、独自の空海思想が作り出され、日本の諸文化の中のーっとしJ位
置づけられたので、はなかろうか。
これまで、中国唐代に活躍した恵果和尚について調べてみたが、いかにもそ
の思想を研究するには資料が少なく、また付法関係や門人との関わりにおいて
も、不足の感がする。資料開に相違がみられるところが何箇所かあり、それは
項目別に指摘し、記述したものである。恵果和尚については村上長義氏「恵果
？尚に就て』と勝又俊教氏『恵果和尚伝の研究』の二つの論文しかないことに
気づくもの？あり、日本密教を理解するためにも貴重な端緒が掴めえる可能性
があると考ぇ、これをテーマとして決めたわけであるが、満足できない拙稿に
なったように思われる。
